















　ちなみに report は「リポート」だが，re は「レ」のローマ字表記なので「レ






































多い。それは sensitive である。これも昔の話だが， sensitive を「ナイーブ」と訳してあるアメリカ漫
画の対訳本を見た記憶がある。訳者は「ナイーブ」が日本語として定着している（「感じやすい」とい
う意味で）と考えて使ったのだろうが，間違ったカタカナ語が広まるのに加担しているようなものだ。
　第１行目の「マンション」は有名な例なので先刻ご承知の方も多い
と思われるが，日本のマンションはアパートに過ぎない。Mansion
とは大邸宅のことである。ディズニーランドの「ホーンテッド・マン
ション」を思い出してほしい。
　こうした和製英語はインターネットが普及し，グローバル化が進展
すれば消えて行くのではないかと思ったのだが，全然そんな気配はない。ホームページ，ウェブサー
ビスなど，原語とは意味が異なる新しいカタカナ語がどんどん誕生している。念のため，home page
はウェブサイトのメイン・ページ（日本で言うところのトップページ）のことであって，あらゆるウェ
ブページをホームページと呼ぶのはおそらく日本だけである。トッ
プページという和製英語は階層構造を連想させるが，ウェブのハイ
パーリンクは上下関係を示すものではないはずで，その意味でも私
はこの言葉が好きではない。ウェブサービスについては，ウィキペ
ディアあたりで本来の意味を確認していただきたい。
　さて，以上の話は図書館と何の関係があるのかというと，実は何もない。しかしそれでは図書館報
の原稿としてあんまりなので，無理やりこじつけることとする。
　首都大学東京図書館本館では，3年前，館内をレノベーションしてラーニングコモンズを設置した。
幸い好評を博し，以前に比べ入館者数は大きく増えている。学習相談に応じるスタディアシスタント
も常駐。グループ学習や研究発表に最適なプレゼンテーションルームやグループスタディルームは予
約（レザベーション）可能である。大いに活用していただきたい。ご不明な点は何なりとレファレンス
デスクにお問い合わせを。
　と，出来の悪い三題噺が完成したところで，お後がよろしいようで。
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